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B 81 アンターウェアりぬ把に関t  i保温週,ﾀ研究」

舶舶巣藍晶研名町　　O4 ね 雅己
東京学叉大孝教背　　 中碕･晨智子

被　服　131

c 目的 ） 羞lfl 衣眼iμi  K の外的環現葦糎 およ気理脚 沓 碍業哨な幻支肩・り 磨牧 こ･n-b

不戚 蕉泄．発汗な^ヽ･心 ソ湿痢- 鳩̂ がおこ5 ．湿痢し刎fii| <r) 羞用 リヽ 冰i-･あ い 同時に

峡遠姓 の± ヵヽら恂 栓上司 まし<  ない．本研究^■i 系材 の畢な1  f ソ タヽ一々､.アりぬ^ 緩飽ヽ 乞

知しぎtL.   も 干・奴 敗乞ンユミし い レ,    そJrt ぞれの状外r- がり 裸 温世 の淋tい 試 みtz.

c か 幻　I ） 実験 蟻付 一般 に肌着^ して遠用^^ てぃ封 式粁μ 吏幻影ヽすこ.   （ 洙綿、

毛、ﾉま繊3 雅 ）2.) モ仙ﾚ 乳軋 恂助型厚藻郡^ 器（賦旧 にj: .川0 りOo・ の絨料り乾

噪状免-、湿凋状恵(  I,  z ～i^c 。囁霧〉I-   fご^ べ り縁遠碓k 測n. しすこ.   幻 人伴り 浹、

大験 吠叫（乾煉状態ヽ、半ぬ心^畑． ずふぬ^^ 諸 ）ヽを被賑 瀕（ 成 ん球ﾁ3  幻 り的眺 単

に被覆 し皮肩湿測足いf  な・だ．

（ 砧果 ）I- ±r> レ実験 おりm 基性．蔀象^t、乾煉 瓦態、半ぬ収状 昨、-ifぶ池れ状賂り三、

つりﾀ ルヽ ーフ･に冷 々ヽ ^ ，各試斟り蔵温推<9 tt I* H れぞれ賀な月噴句ヵら りA だ, 特･; ずぶ`
ぬれ攻阿ヽい よ秘燥a卜 丸^  く雀 な ソ庫吃・ 最 大御 尺量い* 連打*--  ̂り.  だ,  2、A  埓突駁

･こわ ヽてlれ　モr  Iレ欠収り  農 わら乾煙 臥　f  ぬれ攻耐､、7-才･ ≫ii収吠 略ヽ <9 ^攻駄に潰走

し史躾i  行 いヽ.   モデ･レ実収 丿i] ﾄｸ り潟 晨^ 得`ら耽だ．

B 82　　 エ ノキ茸 の夏含冷房栽 培･こおIt  る作業 藍 。名衣 基準

一 転 と ハヽ> ワ入の粗 み合妁1*: ,; よ る足 部温え裏<n 支動-

-fi.野i, 短大　　 中 山竹麦　o  林　 牛槐　　X  来朋 子

i  的　 人 工的寒冷環■^TT' 作業・ 行rj:う工・ そ茸 の隻李冷房栽 培:5 ra、 寒 玲曝 露 によろ

健爽障 考とし７、 とくにえ部 の堵 湿感 がISI題 となっ てい る。 前回 向 斟耳ル会いこ1*. ソヴク

A  <n素材に よ る靴 内温遠隻・ 変動i  考眼し、足部 の 保蓋に っい7    報 告しtこが 今SI は、 さ

らIこ革乙の捜類 によ る差 夙 左考爽 し.     軋 ヒV､ 。7  入・ 組 み合わ-t  l~よゐ靴 内お よびソッ グみ

内蓋ま 吏 の吏動 £希釈し 気　 足部保盗 。丁こめn  羞夜 の夜討 ＼. 'aなっ 艮。

吻迭　 実験 はエ ／午茸栽培 の生^  室（瓶濃μ2 ゛c，ま東'7吋s が即i 、／q釦 聊ワ月に行 な、乱

被 験 名は健）軋なそ 子 学生l  名-?:あI  ． 者用礼服!* 、iノF 喪 につい7 i≪前 回ヒ同義 とし≒

ﾉ､.リ スは 化繊･毛屁紡 ＆乙々 農林 ル クスi 、 まt--靴 ぼJ ム長e つと スノト し<n 2 檀ii 用い、'i

れ らin粗 み合わ也 ＼,こっ いT  襖討 しT- 。劃 定項E  は 直腸逃、 皮膚 温（全身q 都位）、靴 内 尽--K ヽん

'7 A 内 雀湿 度,   靴 ＆zi ソ､バ λ表S?  Ml｡.   遥玲薦 、 快池感 であ る、 這度1こついT    I* . 絶対這裏

と相 灯湿｡嵐lこっりN T  考 肌しTこ、 実､験 入ケジュール13 30 分Ill 前奎で椅 盛｡守静 の後、 生.t 豊l=X

fe L, 釦 分㈲立fli でT  ー?､ 蕎作業１ 行なっr=.倹、 退s. し/夕分店1の回 復とみT-.

結 栗　 生爽皇入 皇に 分後ダ､足部榛指 も の 良膚 瓜i* 、(D  λﾉﾄｰﾚ ・ 化･毛追 いS）ｽノトレ1- 木綿

〉③ ゴム長-^ 化･毛 堤> 哩 ゴ' A 長・ 木 綿の順 ■5、c と④の向には約8.4'C  <n 差がμ&  収枇。

湿度 に-I いz は、 絶対湿炭 は、 靴iJ スノトレの･さダ ゴ`ム長 よ り、 ま卜 ノヽックλは 木､綿 の方r  化･

毛暴 よりXT:  あ。但。 相 対え 度は%  フトしの方 かづ｀ム長 よ。り低<  .    まT- ヽヽずれ のftL み合わ-tt

も ムヽ、ク入内・ 方 かヽ馳 内よ･) 低 い値 をif､L  但。軋 いﾉ 。ク入の組 み合わit  t し ては、R  が最も

支膚底が鳥 く. 相対落度 か ホ-j.． ④が最 も瓦膚ぬ が低く、相 対瓜度 か 欠-f あっr- 。


